
情報共有資料

目次

資料―１

１．第２回ワークショップのふり返り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

２．自助タイムラインの検討結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

３．共助タイムラインの検討結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

４．タイムラインの良いこと・課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

平成２７年１２月１９日

1

2

第２回ワークショップのふり返り

第1回 ワークショップ

第3回 ワークショップ

平成27年7月11日（土）

8月29日（土）

・水害危険情報の共有
・防災行動イメージの共有

事前連絡会

第2回 ワークショップ11月 7日（土）

12月19日（土）

タイムライン（たたき台）

タイムライン（素案）

○第３回 検討テーマ：

“水害に強いまちづくり”を考える

～私たちで出来ることから、始めよう～

自助（住民）・共助（地域コミュニティ）・公助（行政）
それぞれの取り組みの推進

○第１回 検討テーマ：

時間軸に応じた防災行動を考える

～いつ、誰が（自助・共助・公助）、
何をするか～

○第２回 検討テーマ：

防災行動の課題を考える

～タイムラインに従って行動すれば、
安全に避難できるか～
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第２回ワークショップ検討の内容

＜検討テーマ＞：“命を守る”ための避難行動
～タイムラインに従って行動すれば、安全に避難できるか～

“今のまま”では、死者が出る

“命を守る”ための避難行動が必要

私たちのタイムライン（防災行動計画）を考える
①自分や家族のタイムラインを考えてみましょう

何をきっかけに、どんな状況になれば、避難しますか？

②地域の災害特性を踏まえて、地域コミュニティのタイムラインを考え
てみましょう
何を基準・指標として、避難行動の判断を行いますか？

タイムラインの検討をふり返る
①“私たちのタイムライン”を実行することで、“良いこと”は何ですか？

②“私たちのタイムライン”を実行するための“課題”は何ですか？

【検討－１】

【ふり返り】

【検討－２】
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第２回ワークショップ検討結果のまとめ方

第１回ワークショップ 住民タイムライン（たたき台）

避難行動の判断
（避難のきっかけ・タイミング）

参加住民（28名）の
「自助タイムライン」まとめ

住民タイムライン（素案）

【自助タイムライン】 【共助タイムライン】

避難行動の判断基準・指標

各テーブルの
「共助タイムライン」まとめ

Ｐ．５

Ｐ．６

Ｐ．７

Ｐ．８

Ｐ．９

資料－２
Ｐ．１９



第１回ワークショップ住民意見に基づく住民タイムライン（たたき台）
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気象情報 国

台風 災害
洪水

（土器川）
内水氾濫 土砂災害

２日前 上陸の
可能性

-２４ｈ

-１２ｈ 九州に
接近

-６ｈ 四国に
接近

-５ｈ

-４ｈ

-３ｈ 四国に
上陸

避難勧告
（床上浸水）

-２ｈ

-１ｈ 香川県に
最接近

避難指示
（氾濫の発生）

０ｈ 土器川の
堤防決壊

避難完了

ス
テ
ー

ジ

危険度
レベル

（土器川）
時間

起こり得る現象

丸亀市 住民意見

高松地方気象台
香川河川

国道事務所

避難勧告等の発令
避難勧告等の

発令
自助

共助

近隣・自治会
自主防災組織

（地域コミｭニティ）
事業所

大雨洪水
注意報
（丸亀市）

レ
ベ
ル
１

避難準備
情報

（RT100mm）

内水被害

発生
（床下浸水）

大雨洪水
警報

（丸亀市）

避難準備
情報

（床下浸水）

土砂災害
警戒情報
（丸亀市）

避難勧告
（土砂災害
警戒情報）

避難勧告
（氾濫危険

水位）

避難指示
（土器川の堤防

決壊を予測）

避難指示
（大雨

特別警報）

レ
ベ
ル
２

注
意

内水被害

発生
（床上浸水）

洪水予報
（氾濫注意

情報）

レ
ベ
ル
３

警
戒

洪水予報
（氾濫警戒

情報）

避難準備
情報

（避難判断
水位）

レ
ベ
ル
５

洪水予報
（氾濫発生

情報）

レ
ベ
ル
４

危
険

大雨
特別警報

（丸亀市）

洪水予報
（氾濫危険

情報）
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避

難

所
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早めに避難準

備情報を発令

（夕方までに）

避難勧告を
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職
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／

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

と

の

連

携
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＜家族との連絡＞

○家族に声かけ

○外出中の家族と連絡

○学校からの連絡確認

＜家族の安否確認＞

○家族の安否確認

○自宅に居る、家族全員

＜自宅の水防活動＞

○家の浸水する個所（玄関・

勝手口）など土のうの積み

上げ

○外部面の建具の補強

＜早めの避難行動＞

○マイカーで国道より南へ退

避

○家族で早目に避難

○要配慮者は先に避難

○避難指示が出るのを待つ

○堤防が切れないと逃げな

い

＜避難行動＞

○団地内の高齢者はコミュ

ニティセンターへ

○避難先に連絡（個人・知人

宅）
○２階に避難する、浸って困

るものは２階に上げる

○夜も遅く、暗く危険なので

避難所へは行かず自宅で

待機

○夜間であり足もとが悪いの

で２階に逃げる

○屋根の上への避難

＜連絡体制の確保＞

○自治会で１人の犠牲

者もなくなるように防

災組織を活用

○隣近所への連絡

○自治会長への連絡

＜ＢＣＰの確認＞

○従業員に避難・指示

○夜間の会社には人はいな

い

○職場の各担当者に停電時

の対応を検討するよう指

示

○救急車の受入の準備
○会社施設の被害軽減

＜災害時要配慮者への

対応＞

○自治会の体の不自由な人、

高齢者宅との連絡（相談）

○避難困難者（障害者等）へ

の対応（消防団）
○避難困難者の確認

＜地域の水防活動＞

○団地内への水の流

入に備えて土のうの

準備

○ボートで巡回（消防

団）

＜危険箇所の見回り＞

○危険場所の見まわり

○地域の見まわり

＜近隣の呼びかけ＞

○隣り近所の声掛け

○近所に声を掛け避難

＜避難所の開設準備＞

○住民の受入れ準備

○自治会長、防災会長と連絡

をとり、対応策を協議

○避難所の開設

＜職員との連絡＞

○社員所在確認・連絡・指示

○翌日の出勤の連絡

＜災害時要配慮者の

避難支援＞

○高齢者の支援方法

○防災組織を通じて要援護者

の早期避難

＜避難判断や避難誘導／

避難所の運営＞

○防災組織網を使用して、避

難するか、しないかを判断

して行動するよう伝達

○消防の指示に従う

○コミュニティ避難所の受入

体制の対応

＜ＢＣＰ対応／

地域コミュニティとの連携＞

○災害の復旧も仕事

○自宅待機している職員に

対して呼び出しが必要か

判断

○会社対応はＢＣＰの世界

○協会員への周知・連絡・情

報伝達

＜職場の水防活動＞

○必要に応じて、車両移動

○業務として、災害復旧準備

＜近隣の安否確認＞

○電話にて（老人）安

否確認

○各戸の避難状況の

確認

○近隣のお年寄りの様

子を確認
＜職員の安否確認＞

○社員（域内）の安否確認

＜情報収集＞

○テレビ・ラジオ等による情

報の把握を常に実施

○インターネット等情報収集

○携帯の活用

○友達グループ（ライン）で情

報交換する

○危険箇所の連絡
○域内の被害状況確認

○土砂崩れの情報収集（青

の山の情報）

○家の回りを見まわす

○屋外の状況の確認

＜避難の準備＞

○入院患者の給食用に災害

備蓄食糧の準備

○ガスボンベの元栓を〆る、

水・食料品の確認

○物品の持出し準備

○家の戸じまり、自宅にて片

づけ

○避難準備、片付け、経路の

確認

＜連絡体制の確保＞

○自主防災会への連絡

○各防災会代表者に連絡



洪水
（土器川）

内水氾濫 土砂災害

２日前 上陸の
可能性

・猛烈な台風が上陸
の予想

・沖縄、九州、四国
へ接近の予想

・四国に上陸の予想

-２４ｈ

・沖縄が暴風域に入
る ・近隣と相談（大雨の状況）

-１２ｈ 九州に
接近

-６ｈ 四国に
接近

・南海フェリー
　運休

・JR土讃線（高知方
面）　運休

-５ｈ ・JR本四備讃線
　運休

・瀬戸中央自動車道
通行止

-４ｈ ・JR土讃線（香川方
面）　運休

・JR予讃線（香川方
面）　運休

・高松琴平電鉄
　運休

-３ｈ 四国に
上陸

避難勧告
（床上浸水）

-２ｈ

-１ｈ

避難指示
（氾濫の発生）

０ｈ

ス
テ
ー

ジ

危険度
レベル

（土器川）
時間

危険情報 災害情報

災害情報 避難情報

ニュース
情報

(災害・交通)台風
注意報・

警報
洪水
予報

水防
警報

土砂
災害

丸亀市

避難勧告等の発令

内水
被害
発生
（床下
浸水）

避難準備
情報

（床下浸水）

土砂
災害
警戒
情報
（丸亀

市）

避難勧告
（土砂災害

警戒情報）

レ
ベ
ル
１

レ
ベ
ル
１

大雨
洪水
注意
報

（丸亀
市）

待機・
準備

大雨
洪水
警報
（丸亀
市）

・九州南部で大規模
な浸水被害と土砂災
害が発生

危険情報

避難準備
情報

（RT100mm）

河川
氾濫

内水
氾濫

土砂
災害

避難勧告等の
発令

・高知で大規模な浸
水被害と土砂災害が
発生

レ
ベ
ル
３

警
戒

氾濫
警戒
情報

避難準備
情報

（避難判断

水位）

レ
ベ
ル
２

注
意

氾濫
注意
情報

出動 内水
被害
発生
（床上

浸水）

香川県
に

最接近

大雨
特別
警報
（丸亀

市）

氾濫
危険
情報

情報

レ
ベ
ル
５

氾濫
発生
情報

レ
ベ
ル
４

危
険

土器
川の
堤防
決壊

土砂
災害
発生

避難勧告
（氾濫危険

水位）

避難指示
（土器川の堤防

決壊を予測）

避難指示
（大雨

特別警報）

・土砂災害発生
・周辺の浸水状況

・市の広報

・避難指示・大雨特別警報
・氾濫危険情報

・氾濫警戒情報
・土器川（祓川橋）水位

避難のきっかけ・タイミング

・大雨で足元悪くなる前
・道路の浸水
・床下浸水発生

・大雨洪水警報

・避難勧告（床上浸水発生）・氾濫注意情報
・河川敷冠水時の残り階段数

・ため池堤防や水路の状態
・床上浸水発生

・避難勧告、避難のサイレン
・防災無線
・自治会の判断
・土砂災害警戒情報

ス
テ
ー
ジ
１

ス
テ
ー
ジ
２

早めに避難準

備情報を発令

（夕方までに）

避難勧告を

発令

避難指示を

発令

強い雨

（どしゃ降り）

・3時間雨量60mm

激しい雨

（バケツをひっくり

返したような雨）

・3時間雨量80mm

非常に激しい雨

（滝のような雨）

・3時間雨量150mm

・48時間雨量254mm

・道路側溝が氾濫

・低平地の家屋が浸水

・安達川流入水路が

氾濫

・幹線道路（市道

土器線）が冠水

6

自助タイムラインにおける「避難のきっかけ・タイミング」

・安全な避難のため、早めに「避難のタ
イミング」を設定

・「避難のきっかけ」とする「避難の目安
（判断基準・指標）」は、大雨洪水警
報、床下浸水発生、道路冠水など

注）避難が必要な状況が夜間・早朝
と予測される場合は、暗くなるま
でに避難準備情報を発令（避難
勧告についても同様の判断あり）



「自助タイムライン」まとめ

洪水
（土器川）

内水氾濫 土砂災害

２日前 上陸の
可能性

・猛烈な台風が上陸
の予想

・沖縄、九州、四国
へ接近の予想

・四国に上陸の予想

-２４ｈ

・沖縄が暴風域に入
る

-１２ｈ 九州に
接近

-６ｈ 四国に
接近

・南海フェリー
　運休

・JR土讃線（高知方
面）　運休

-５ｈ ・JR本四備讃線
　運休

・瀬戸中央自動車道
通行止

-４ｈ ・JR土讃線（香川方
面）　運休

・JR予讃線（香川方
面）　運休

・高松琴平電鉄
　運休

-３ｈ 四国に
上陸

避難勧告
（床上浸水）

-２ｈ

-１ｈ

避難指示
（氾濫の発生）

０ｈ

⑥早めの避難行動 ⑦避難行動

ス
テ
ー

ジ

危険度
レベル

（土器川）
時間

危険情報 災害情報 丸亀市
ニュース

情報
(災害・交通)台風

第１回ワークショップ
住民タイムライン（たたき台）

【自助】

第２回ワークショップ　「自助タイムライン」意見集約

①情報収集 ②避難の準備
③家族との連絡

④家族の安否確認
⑤自宅の水防活動

土砂
災害

避難勧告等の発令
避難勧告等の

発令
注意報・

警報
洪水
予報

水防
警報

土砂
災害

河川
氾濫

内水
氾濫

大雨
洪水
注意
報

（丸亀

市）

レ
ベ
ル
１

待機・
準備

・九州南部で大規模
な浸水被害と土砂災
害が発生

レ
ベ
ル
１

避難準備
情報

（RT100mm）

大雨
洪水
警報
（丸亀

市）

内水
被害
発生
（床下

浸水）

避難準備
情報

（床下浸水）

内水
被害
発生
（床上

浸水）

土砂
災害
警戒
情報
（丸亀

市）

避難勧告
（土砂災害

警戒情報）

・高知で大規模な浸
水被害と土砂災害が
発生

レ
ベ
ル
２

注
意

氾濫
注意
情報

出動

レ
ベ
ル
４

危
険

香川県
に

最接近

大雨
特別
警報
（丸亀

市）

氾濫
危険
情報

情報

レ
ベ
ル
３

警
戒

氾濫
警戒
情報

レ
ベ
ル
５

氾濫
発生
情報

土器
川の
堤防
決壊

避難準備
情報

（避難判断

水位）

土砂
災害
発生

避難勧告
（氾濫危険

水位）

避難指示
（土器川の堤防

決壊を予測）

避難指示
（大雨

特別警報）

ス
テ
ー
ジ
１

ス
テ
ー
ジ
２

早めに避難準

備情報を発令

（夕方までに）

避難勧告を

発令

避難指示を

発令

強い雨

（どしゃ降り）

・3時間雨量60mm

激しい雨

（バケツをひっくり

返したような雨）

・3時間雨量80mm

非常に激しい雨

（滝のような雨）

・3時間雨量150mm

・48時間雨量254mm

・道路側溝が氾濫

・低平地の家屋が浸水

・安達川流入水路が

氾濫

・幹線道路（市道

土器線）が冠水

避

難

の

準

備

情

報

収

集

家

族

と

の

連

絡
早

め

の

避

難

行

動

自

宅

の

水

防

活

動

家

族

の

安

否

確

認

避

難

行

動

＜家族との連絡＞

○家族に声かけ

○外出中の家族と連絡

○学校からの連絡確認

＜家族の安否確認＞

○家族の安否確認

○自宅に居る、家族全員

＜自宅の水防活動＞

○家の浸水する個所（玄関・

勝手口）など土のうの積み

上げ

○外部面の建具の補強

＜早めの避難行動＞

○マイカーで国道より南へ退

避

○家族で早目に避難

○要配慮者は先に避難

○避難指示が出るのを待つ

○堤防が切れないと逃げな

い

＜避難行動＞

○団地内の高齢者はコミュ

ニティセンターへ

○避難先に連絡（個人・知人

宅）

○２階に避難する、浸って困

るものは２階に上げる

○夜も遅く、暗く危険なので

避難所へは行かず自宅で

待機

○夜間であり足もとが悪いの

で２階に逃げる

○屋根の上への避難

＜情報収集＞

○テレビ・ラジオ等による情

報の把握を常に実施

○インターネット等情報収集

○携帯の活用

○友達グループ（ライン）で情

報交換する

○危険箇所の連絡

○域内の被害状況確認

○土砂崩れの情報収集（青

の山の情報）

○家の回りを見まわす
○屋外の状況の確認

＜避難の準備＞

○入院患者の給食用に災害

備蓄食糧の準備

○ガスボンベの元栓を〆る、

水・食料品の確認

○物品の持出し準備

○家の戸じまり、自宅にて片

づけ

○避難準備、片付け、経路の

確認

避

難

行

動

情

報

収

集

＜情報収集＞

○テレビ
○ラジオ

○インターネット

○携帯緊急速報メール

○ライン（友達グループ）

○天気予報、台風情報

○気象予警報情報

○自治体の広報

○周囲の状況の確認

避

難

の

準

備

＜避難の準備＞

○食料品他の在庫確

認・買い出し

○非常持出品の点検

○身の回りや玄関先の

片付け

○家の戸じまり

○家財の２階への移動

○避難場所・経路の確

認（家族で）

○外出の取り止め手配

○障害物などの除去（２

階へ）

○電話の充電

※避難行動

実施まで

家

族

と

の

連

絡

／

家

族

の

安

否

確

認

自

宅

の

水

防

活

動

＜自宅の水防活動＞

○家の外回りの点検

○家の周辺の片付け

○植木の補強・移動

○飛散物の確認

○溝などの詰まりの確

認

○土のうの用意

○土のうの積み上げ

避

難
行

動

＜家族との連絡／

家族の安否確認＞

○電話・メール・ラインで

連絡

○外出家族の居場所確

認

○学校に子供を迎えに

いく

○家族に台風情報を伝

達

○避難場所を確認・連

絡

○電話で安否確認

＜避難行動＞

○雨が大降りになり足

下が悪くなる前に避

難（大雨洪水警報、道

路冠水）

○床下浸水が起こる前

に避難

○避難勧告が出れば避

難

○土砂災害警戒情報が

出れば避難

○氾濫注意情報や氾濫

警戒情報を目安

○待機あるいは避難所

へ移動（市の広報）

○垂直避難（２階へ避

難）

○水害だけなら自宅待

機（家が高台にある）

○自主防災組織の判断

で行動

※避難行動

実施まで

＜早めの避難行動＞

○独居住人に情報提供

  「共助タイムライン」に

反映（災害時要配慮

者への対応）

＜避難行動＞

○近傍の高層アパート
に避難（徒歩１分）

○土器コミュニティセン

ターに車で移動

○避難指示発令時に避

難（ただし昼間）

○夜間は２階へ避難

早

め

の

避

難

行

動

【事務局にて追記】

災害時要配慮者を対象

に「避難準備情報」の発

令タイミングに合わせて

行動

早

め

の

避

難

行

動

＜早めの避難行動＞

○台風が接近すれば避

難行動

○２階に荷物を上げる

○家族で避難場所を相

談

○高いところへ車で移動

○高台の兄弟宅へ避難

○弱者がいる家族は早

く避難

○避難経路が浸水する

前に避難

【避難の目安】

・大雨洪水警報

・内水被害発生

【避難の目安】

・避難準備情報

※ 第２回ワークショップにおける参加者による自助タイムラインや意見を

集約し、とりまとめたもの

７



洪水
（土器川）

内水氾濫 土砂災害

２日前 上陸の
可能性

・猛烈な台風が上陸
の予想

・沖縄、九州、四国
へ接近の予想

・四国に上陸の予想

-２４ｈ

・沖縄が暴風域に入
る

-１２ｈ 九州に
接近

-６ｈ 四国に
接近

・南海フェリー
　運休

・JR土讃線（高知方
面）　運休

-５ｈ ・JR本四備讃線
　運休

・瀬戸中央自動車道
通行止

-４ｈ ・JR土讃線（香川方
面）　運休

・JR予讃線（香川方
面）　運休

・高松琴平電鉄
　運休

-３ｈ 四国に
上陸

避難勧告
（床上浸水）

-２ｈ

-１ｈ

避難指示
（氾濫の発生）

０ｈ

避難準備
情報

（避難判断
水位）

レ
ベ
ル
５

氾濫
発生
情報

土器
川の
堤防
決壊

土砂
災害
発生

避難勧告
（氾濫危険

水位）

避難指示
（土器川の堤防

決壊を予測）

避難指示
（大雨

特別警報）

・氾濫危険水位（テーブル５）
　注）低平地より地盤が高いことから
　　　判断

レ
ベ
ル
４

危
険

香川県
に

最接近

大雨
特別
警報
（丸亀

市）

氾濫
危険
情報

情報

レ
ベ
ル
３

警
戒

氾濫
警戒
情報

土砂
災害

レ
ベ
ル
２

注
意

氾濫
注意
情報

出動 内水
被害
発生
（床上
浸水）

・大雨洪水警報（テーブル２、テーブル４） ・用水路の逆流（テーブル２）
・内水被害発生（テーブル５）

土砂
災害
警戒
情報
（丸亀

市）

避難勧告
（土砂災害
警戒情報）

・高知で大規模な浸
水被害と土砂災害が
発生

・土砂災害警戒情報（テーブル３）

洪水
予報

・避難勧告（テーブル２）

大雨
洪水
注意
報

（丸亀
市）

レ
ベ
ル
１

待機・
準備

・九州南部で大規模
な浸水被害と土砂災
害が発生

レ
ベ
ル
１

避難準備
情報

（RT100mm）

大雨
洪水
警報
（丸亀

市）

内水
被害
発生
（床下

浸水）

避難準備
情報

（床下浸水）

・避難準備情報（テーブル１）
  注）災害時要配慮者を対象に判断

避難勧告等の
発令

土砂
災害 災害情報

内水
氾濫

水防
警報

避難勧告等の発令
河川
氾濫 危険情報

ス
テ
ー

ジ

危険度
レベル

（土器川）
時間

危険情報 災害情報 丸亀市
ニュース

情報
(災害・交通)

避難行動の判断基準・指標

台風 避難情報
注意報・

警報

ス
テ
ー
ジ
１

ス
テ
ー
ジ
２

早めに避難準

備情報を発令

（夕方までに）

避難勧告を

発令

避難指示を

発令

強い雨

（どしゃ降り）

・3時間雨量60mm

激しい雨

（バケツをひっくり

返したような雨）

・3時間雨量80mm

非常に激しい雨

（滝のような雨）

・3時間雨量150mm

・48時間雨量254mm

・道路側溝が氾濫

・低平地の家屋が浸水

・安達川流入水路が

氾濫

・幹線道路（市道

土器線）が冠水

8

共助タイムラインにおける「避難行動の判断基準・指標」

・災害時要配慮者を対象とし
た「避難の目安（判断基準・
指標）」は、避難準備情報

・健常者を対象とした「避難の目
安（判断基準・指標）」は、大雨
洪水警報、内水被害発生など

共助タイムライン検討時のテーブル分け（対象地区の設定）

テーブル 地区 地形特性 災害特性

１ 土器川の堤防近
くの地区

・土器川の川沿い
・高い堤防

・堤防決壊時は長時間の濁流
・家の流出 ・死者、孤立者

２ 浸水深 ３ｍ以上
の地区

・低平地
・安達川流入水路

・内水被害（床上）
・堤防決壊時は２階まで浸水 ・死者、孤立者

３ 土砂災害の危険
性がある地区

・青ノ山の周辺
・山の斜面

・土砂災害
・家の崩壊 ・死者、孤立者

４ その他の浸水深
３ｍ未満の地区

・土器川と青ノ山の中間
・地形勾配が急

・内水被害（床下）
・堤防決壊時は１階まで浸水 ・孤立者

５ 海に近い事業所
が集積する地区

・海に近い
・低平地より地盤が高い ・堤防決壊時は１階まで浸水 ・孤立者

注）避難が必要な状況が夜間・早朝
と予測される場合は、暗くなるま
でに避難準備情報を発令（避難
勧告についても同様の判断あり）



「共助タイムライン」まとめ

洪水
（土器川）

内水氾濫 土砂災害
①連絡体制の

確保

②近隣の呼び
かけ

③近隣の安否
確認

④地域の水防
活動

⑥危険箇所の
見回り

⑤避難所の開
設準備

⑩避難所の運
営

⑦災害時要配
慮者への対応
⑧災害時要配
慮者の避難支

援

⑨避難判断や
避難誘導

⑪ＢＣＰの確認
⑫ＢＣＰ対応
⑬地域コミュ
ニティとの連

携

⑭職員との連
絡

⑮職員の安否
確認

⑯職場の水防
活動

⑨避難判断や
避難誘導

２日前 上陸の
可能性

・猛烈な台風が上陸
の予想

・沖縄、九州、四国
へ接近の予想

記入なし 記入なし

・四国に上陸の予想

-２４ｈ

・沖縄が暴風域に入
る

-１２ｈ 九州に
接近

-６ｈ 四国に
接近

・南海フェリー
　運休

・JR土讃線（高知方
面）　運休

-５ｈ ・JR本四備讃線
　運休

・瀬戸中央自動車道
通行止

-４ｈ ・JR土讃線（香川方
面）　運休

・JR予讃線（香川方
面）　運休

・高松琴平電鉄
　運休

-３ｈ 四国に
上陸

避難勧告
（床上浸水）

-２ｈ

-１ｈ

避難指示
（氾濫の発生）

０ｈ
レ
ベ
ル
５

氾濫
発生
情報

土器
川の
堤防
決壊

土砂
災害
発生

避難勧告
（氾濫危険

水位）

避難指示
（土器川の堤防

決壊を予測）

避難指示
（大雨

特別警報）

レ
ベ
ル
３

警
戒

氾濫
警戒
情報

レ
ベ
ル
４

危
険

香川県
に

最接近

大雨
特別
警報
（丸亀

市）

氾濫
危険
情報

情報

避難準備
情報

（避難判断

水位）

レ
ベ
ル
２

注
意

氾濫
注意
情報

出動 内水
被害
発生
（床上

浸水）

土砂
災害
警戒
情報
（丸亀

市）

避難勧告
（土砂災害

警戒情報）

・高知で大規模な浸
水被害と土砂災害
が発生

河川
氾濫

内水
氾濫

レ
ベ
ル
１

待機・
準備

・九州南部で大規模
な浸水被害と土砂災
害が発生

レ
ベ
ル
１

避難準備
情報

（RT100mm）

大雨
洪水
警報
（丸亀

市）

内水
被害
発生
（床下

浸水）

避難準備
情報

（床下浸水）

大雨
洪水
注意
報

（丸亀

市）

注意報・
警報

洪水
予報

水防
警報

土砂
災害

ス
テ
ー

ジ

危険度
レベル

（土器川）
時間

危険情報 災害情報 丸亀市

ニュース
情報

(災害・交通)台風

第１回ワークショップ
住民タイムライン（たたき台）

【共助】

第２回ワークショップ　「共助タイムライン」意見集約

土砂
災害

避難勧告等の発令 事業所地域コミュニティ（自治会・自主防災組織）

避難勧告等の
発令

ス
テ
ー
ジ
１

ス
テ
ー
ジ
２

早めに避難準

備情報を発令

（夕方までに）

避難勧告を

発令

避難指示を

発令

強い雨

（どしゃ降り）

・3時間雨量60mm

激しい雨

（バケツをひっくり

返したような雨）

・3時間雨量80mm

非常に激しい雨

（滝のような雨）

・3時間雨量150mm

・48時間雨量254mm

・道路側溝が氾濫

・低平地の家屋が浸水

・安達川流入水路が

氾濫

・幹線道路（市道

土器線）が冠水

避

難

所

の

開

設

準

備

連

絡

体

制

の

確

保

近

隣

の

呼

び

か

け

地

域

の

水

防

活

動

／

危

険

箇

所

の

見

回

り近

隣

の

安

否

確

認

災

害

時

要

配

慮

者

へ

の

対

応

避

難

判

断

や

避

難

誘

導

／

避

難

所

の

運

営

災

害

時

要

配

慮

者

の

避

難

支

援

＜連絡体制の確保＞

○自治会で１人の犠牲者もなくな

るように防災組織を活用

○隣近所への連絡

○自治会長への連絡

○自主防災会への連絡

○各防災会代表者に連絡

＜地域の水防活動／

危険箇所の見回り＞

○団地内への水の流入に備えて

土のうの準備

○ボートで巡回（消防団）

○危険場所の見まわり

○地域の見まわり

＜近隣の呼びかけ＞

○隣り近所の声掛け

○近所に声を掛け避難

＜近隣の安否確認＞

○電話にて（老人）安否確

認

○各戸の避難状況の確認

○近隣のお年寄りの様子を

確認

職

員

と

の

連

絡

職

員

の

安

否

確

認

職

場

の

水

防

活

動

Ｂ

Ｃ

Ｐ

の

確

認

Ｂ

Ｃ

Ｐ

対

応

／

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

と

の

連

携

＜災害時要配慮者への対応＞

○自治会の体の不自由な人、高

齢者宅と連絡（相談）

○避難困難者（障害者等）への対

応（消防団）

○避難困難者の確認

＜避難所の開設準備＞

○住民の受入れ準備

○自治会長、防災会長と連

絡をとり、対応策を協議

○避難所の開設

＜災害時要配慮者の

避難支援＞

○高齢者の支援方法

○防災組織を通じて要援護

者の早期避難

＜避難判断や避難誘導／

避難所の運営＞

○防災組織網を使用して、避難す

るか、しないかを判断して行動

するよう伝達

○消防の指示に従う

○コミュニティ避難所の受入体制

の対応

＜ＢＣＰの確認＞

○従業員に避難・指示

○夜間の会社には人はいない

○職場の各担当者に停電時の対

応を検討するよう指示

○救急車の受入の準備

○会社施設の被害軽減

＜職員との連絡＞

○社員所在確認・連絡・

指示

○翌日の出勤の連絡

＜ＢＣＰ対応／
地域コミュニティとの連携＞

○災害の復旧も仕事

○自宅待機している職員に対して

呼び出しが必要か判断

○会社対応はＢＣＰの世界

○協会員への周知・連絡・情報伝

達

＜職場の水防活動＞

○必要に応じて、車両移動

○業務として、災害復旧準

備

＜職員の安否確認＞

○社員（域内）の安否確

認

連

絡

体

制

の

確

保

近

隣

の

呼

び

か

け

／

近

隣

の

安

否

確

認

地

域

の

水

防

活

動

／

危

険

箇

所

の

見

回

り

避

難

所

の

開

設

準

備

／

避

難

所

の

運

営

災

害

時

要

配

慮

者

へ

の

対

応

災

害

時

要

配

慮

者

の

避

難

支

援

避

難

判

断

や

避

難

誘

導
避

難

判

断

や

避

難

誘

導

職

場

の

水

防

活

動

避

難

判

断

や

避

難

誘

導

設

備

対

策

＜連絡体制の確保＞

○連絡体制の準備

○あらかじめ連絡網の

整理

○自治会長への連絡

○班長への連絡

○自治会単位で集合

○日頃の人間関係・信

用関係

近

隣

の

呼

び

か

け

／

近

隣

の

安
否

確

認

＜近隣の呼びかけ／

近隣の安否確認＞

○自治会長から連絡

を受けて呼びかけ

開始

○高齢者・弱者から優

先的に声かけ

○近所への電話

○誰といるかなど状況

を班長に連絡

○近所に声かけ・情報

の共有

○近所で集まりチェッ

ク

＜地域の水防活動／

危険箇所の見回り＞

○土のう・砂の準備

○水防団の出動

○危険箇所の監視・目

視

○水防団による見回り

（消防に報告）

○消防は警報段階で

出動

【事務局にて追記】

「災害時要配慮者の避

難支援」のタイミングに

合わせて行動

【事務局にて追記】

「災害時要配慮者の避

難支援」のタイミングに

合わせて行動

＜避難判断や避難誘導＞

○近所の方と一緒に避難

○近所の方の避難誘導

○地区の避難所を周知して

回る

○各自治会に任せる

○警報が出たら車で避難

○大雨洪水警報が一番の

判断基準

○用水路の逆流

○水位が高くなったことを

自主坊の連絡網で連絡

○土砂災害が出れば避難

○青ノ山が土砂災害の時

は保育所へ避難

○避難先ビルへ確認

○各自治会で一時避難所

へ集合

＜職場の水防活動＞

○土のう積み（低平地

に対して内水被害

の発生が遅い）

＜避難所の開設準備

／避難所の運営＞

○備蓄品の確認

○避難所を弱者のた

めに早く開設

○土器コミュニティセン

ターの開設

○支援者の受け入れ

○開設後の運営（受け

入れ、毛布・水など

の配給）

＜災害時要配慮者の

避難支援＞

○要配慮者の避難開

始

○自治会の班内で高

齢者に声かけ

○近所の高齢者を見

守る

○近くの高齢者・弱者

の確認・移動補助

＜災害時要配慮者

への対応＞

○名簿の点検（独居老

人）

○独居住人の状況確

認

＜設備対策＞

○前日から対策

○車（お客様）の移動

○飛散防止

＜避難判断や

避難誘導＞

○内水被害発生（床下

浸水）

○氾濫危険水位情報

○垂直避難（２階への

避難）

○クリントピア丸亀へ

避難（１階建ての住

民）

【避難の目安】

・大雨洪水警報

・内水被害発生

【避難の目安】

・避難準備情報

【避難の目安】

・低平地での内

水被害発生

※ 第２回ワークショップにおける各テーブルによる共助タイムラインや意見を

集約し、とりまとめたもの

９



第２回ワークショップ住民意見（タイムラインの良いこと）

項目（できること） 自助 共助

避難行動の判断
（避難の目安）

・災害を想定して事前に行動がとれる
・河川水位の上昇が思っていたより早い事がわかった
・行動の判断基準が分かり安く、明確になった

早めの避難 ・早めの避難をすれば安心
・早く避難できる

・自分の思っている避難のタイミングでは、遅すぎること
が分かった（小さい子供がいるため）

・初動で迷わない

安全な避難先の選択 ・自宅が割と安全な場所である

・水害危険地域に自宅があるが、周辺に高い建物が多く
ある

・避難するのに高いビルがあり、時間がかからないことが
わかった

時間軸を考えた準備・
行動

・防災行動にもいくつかあり、時間関係で考えておく必要
がある

・いつ、何をしなければいけないかが明確になった

・避難の計画性
・行動の確認ができる
・時間軸で準備・行動が必要である

災害時要配慮者への
対応

・自分の命・家族が大切なので、要介護者を事前に助け
ることが必要

・高齢者が安心できる

家族や地域との連携 ・家族と共有できる ・共通認識として役立つ
・自分が気付かない所の理解
・常に近所が仲よくし、声をかけ合う

事業所ＢＣＰによる対
応

・事業所のため、ＢＣＰで対応

10



第２回ワークショップ住民意見（タイムラインの課題）

11

テーマ 対策項目 自助 共助 公助

情報 ①複数の情報収集手
段の活用

・防災情報メールが頻発（見
なくなる）

・正確な情報収集が必要

・災害は複数、リスクの高い
災害に対応

・個々の行政情報収集チャン
ネル確保

・丸亀市防災ラジオがない
・多様な情報伝達手段の確立
・複数災害で複雑になる

②避難の目安（避難の
きっかけ・タイミング）

・避難指示が出るのを待つ
・避難のタイミングが難しい

・自分の避難のタイミングが
少し遅い

・内水被害発生の確認方法
（特に夜間）

・これくらいの雨が降ったら
危険という判断ができるよ
うに勉強

・「火の見やぐら」で災害情報
発信

・土器川の水位、映像、CCTVを見て
判断したい

・土器川の危険箇所がわからない

③避難先や避難方法
の判断

・川沿いの避難所に移動した
くない

・水害、土砂災害等で避難所
が違う（避難所が違うと移
動ができないかもしれない）

・避難所の確認（自治会毎）

・どこへ逃げるかアナウンスしてほし
い

・中讃保健所と丸亀病院は避難場
所にできるようにしておく

・避難場所は適切に選定する（場所
によっては不適な所がないか）

④避難勧告等の周知
（広報活動、防災訓
練、避難訓練等）

・今年の避難勧告で逃げな
かった

・サイレンが聞こえない

・防災行政無線の放送が聞き取りに
くい（特に風が強い場合）

・緊急避難メールが伝わりやすい

・避難指示の行政力を発揮してほし
い

・早めの避難勧告等

・避難指示ではなく、避難命令の方
が良い

注）緑色文字：第１回ワークショップ意見 黒色文字（下線）：第２回ワークショップ意見

第２回ワークショップ住民意見（タイムラインの課題）

テーマ 対策項目 自助 共助 公助

連携 ⑤連絡体制の確保（自
主防災組織の活性
化、地域と事業所と
の連携）

・近所付き合いが大切 ・平常時から付き合いのない人への連絡は困難
・普段から近所の方々と防災の話をしていきたい

・地域コミュニティや自治会が有事の時は体制を作り、
集結する

・自治会の連絡網・連絡体制の整備
・自治会内の役割分担の周知・確認
・自主防災組織がまだまだ成立していない
・自主防災組織の役割分担を共有

・丸亀市と地域コミュニティの連携で、あいまいな部分
がある

・情報連絡網の体制が整備されていない
・企業間の連携の有無が影響する
・企業主の考え方の整合が必要

・多種多様な事業所が集まっているため、物事の考え
方の整合が難しい

⑥災害時要配慮者へ
の対応（災害時要配
慮者の避難支援）

・災害時要配慮者を把握できていない
・災害の場合に他人を助けることができるか不安
・共助する方への連絡方法があまりない

⑦避難行動の支援（防
災計画や避難計画、
事業所ＢＣＰの作成）

・防災計画や避難計画が必要
・会社対応には、ＢＣＰが必要
・ＢＣＰに水害も検討しておく
・域内企業への周知方法

その他
（実効）

⑧避難の事前準備 ・普段の準備（情報etc）
・個人個人の準備

・土のうの準備

⑨被害軽減のための
ハード・ソフト整備

・被害の最小化

⑩応急対策（被災者の
支援）

・起こることは仕方ないので、事後が大事
・「事後復旧」と「事前対応」

12注）緑色文字：第１回ワークショップ意見 黒色文字（下線）：第２回ワークショップ意見


